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国内債券市場アップデート
植田日銀総裁「利上げの是非についてしっかりと議論する」

1/1

2026年6月4日

日銀は6月会合での利上げに積極姿勢、物価の上振れリスクを警戒
中東情勢の緊迫化を背景にホルムズ海峡の事実上の封鎖が続く中、日銀が公表する特殊要因を除いた消

費者物価指数（除く生鮮食品）は、4月に前年同月比＋2.8％と、2月の+2.2%、3月の+2.5%から伸びが
加速したほか、10年BEIも物価目標である2％を超えて高止まりしているなど、物価の上振れリスクが懸
念されます。こうした中、市場では次回利上げは6月金融政策決定会合が有力視されています。

3日に行われた植田日銀総裁の講演では、「仮に不透明な状況が続くとしても、先行き、経済の下振れ
リスクに比べて物価の上振れリスクが高まると判断される場合には、利上げの是非についてしっかりと議
論する必要がある」と述べました。利上げの是非についてのこうした表現は、2025年1月に氷見野副総裁、
同年12月に植田総裁が利上げ直前に用いていたものと同様です。今回も同様の表現が踏襲されたことを考
慮すると、6月利上げを基本シナリオとするメッセージ性は強いと考えられます。一方、これまでは「次
回の決定会合に向けて」といった具体的な言及がみられましたが、今回の講演ではそうした文言は盛り込
まれていません。利上げに向けた積極姿勢を強めた一方で、6月実施を既定路線とする段階にはないとみ
られます。エネルギー価格の高騰やナフサに象徴される原材料の供給制約という「ダブルショック」を通
じた日本経済への下押し圧力も懸念されるためです。こうした不確実性を反映してか、市場での6月利上
げの織り込みも依然として100％には至っていません。
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